
● 濃度やコントラストの変更等の画像処理可能 
● 露光条件の自動補正機能により、撮影条件の大幅な緩和 
●  試験体の肉厚変化に対応 
● 照射時間の短縮 
● 画像間の加算減算による肉厚計測 
● 濃度分布測定による減肉、スケール状況の推測が可能 
● 画像のデジタル変換により、モニター表示、ディスク保管等が容易 
● イメージングプレートは繰り返し使用が可能 
● 従来の写真処理液を必要とせず、環境にやさしい 

 従来の工業用X線フィルムの代わりに、イメージングプレート（ＩＰ）を媒体として使用し、これに蓄積された 
透過線量をデジタル化し画像処理を可能とした装置です。  
また、撮影済みフィルムをスキャナで読み取り、デジタルに変換して同様の画像処理を行うことも可能です。 

Computed Radiography  
（コンピューテッド ラジオグラフィ）  

特 長 

適 用 

● 配管のスケール付着と減肉状況調査 
● バルブ開閉調査 
● 蒸留塔のトレイの検査 
● コンクリート内部調査 

特 長 

適 用 

イメージ画像 



● 濃度やコントラストの変更等の画像処理可能 
● 露光条件の自動補正機能により、撮影条件の大幅な緩和 
●  試験体の肉厚変化に対応 
● 照射時間の短縮 
● 画像間の加算減算による肉厚計測 
● 濃度分布測定による減肉、スケール状況の推測が可能 
● 画像のデジタル変換により、モニター表示、ディスク保管等が容易 
● イメージングプレートは繰り返し使用が可能 
● 従来の写真処理液を必要とせず環境にやさしい 
● 現地にて画像処理及び評価可能 

 FCRとは、従来の工業用X線フィルムの代わりに、イメージングプレート（ＩＰ）を媒体として使用し、こ
れに蓄積された透過線量をデジタル化し画像処理を可能とした装置です。  
 FCRを車に搭載することで、現地にて画像処理及び評価が可能となりました。 

F C R 車 
（富士コンピューテッドラジオグラフィ搭載車） 

特 長 

適 用 

● 配管のスケール付着と減肉状況調査 
● バルブ開閉調査 
● 蒸留塔のトレイの検査 
● コンクリート内部調査 

特 長 

適 用 

イメージ画像 



● コンクリート内部を直接観察が可能 
  （配筋状況、鉄筋径、伝送管状況、橋梁PC鋼線状況、空洞分布状況、シース管内部状態等） 

 コンクリート構造物の透過写真を撮影し、その内部状態を調査します。 
 一般にはX線装置により撮影し、工業用X線フィルム又はFCR用イメージングプレートを 
用いて実施します。 

コンクリートの放射線透過検査 

特 長 

適 用 

● コンクリート厚さ400 mm以下に適用 

伝送管 

伝送管 

透過写真 

特 長 

適 用 



漏 洩 線 照 射 率 最大20 μSv/10ﾊﾟﾙｽ（本体側で測定、本体中心から6 cm）

355 mm×115 mm×190 mm

約5.5 kg（ﾊﾞｯﾃﾘｰ含む）

外 径 寸 法

重 量

電 源

Ｘ 線 出 力

14.4 Vﾆｯｹﾙｶﾄﾞﾐｳﾑ電池（専用充電器付属）

275 kVp

※1回の充電で4000ﾊﾟﾙｽまで可能　充電時間1時間

1～99（ﾃﾞｼﾞﾀﾙｶｳﾝﾀｰにて設定）パ ル ス 数 設 定

照 射 角

15ﾊﾟﾙｽ/Sec

約20°～40°可変

パルス発生周期

X線発生時/照射注意灯点灯

ｾﾙﾌﾀｲﾏｰ（15秒､60秒）及びﾘﾓｰﾄｹｰﾌﾞﾙ付

仕 様 温 度 範 囲

そ の 他

-20　℃～50　℃

ﾒｲﾝｽｲｯﾁON時/電源表示灯点灯

● 軽量、コンパクト（バッテリー本体装備）でどんな場所でも携帯可能 
● 小型ながらX線出力275 kVp 
● デジタルX線画像処理システム（FCR）との併用により広範囲な検査に適用 

ポータブルX線装置 
（携帯ハンディタイプ） 

特 長 

適 用 

● 適用対象： 
   プラント塔槽上部の小口径配管検査、ビル内狭所の配管・鉄筋調査 
   その他、高所や電源のない場所への適用 
● 適用例： 
   鉄塔上の電線劣化調査 
   住宅、ビルの壁面内部調査 
   保温小口径配管の減肉調査 

  軽量コンパクトでバッテリー駆動のパルスX線装置です。 
 通常のX線装置では、重量や大きさ的に困難であった対象物や撮影場所に適用範囲を広げます。 

特 長 

適 用 


